
問
特
別
支
援
児
・
者
に
対
す
る
切
れ
目

の
な
い
支
援
体
制
を
構
築
す
る
考
え
は
。

答
企
画
部
長
／
現
在
、
関
係
課
職
員
に

よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
支

援
対
象
者
に
関
す
る
情
報
の
一
元
化
や
、

関
係
部
局
間
で
の
情
報
の
共
有
化
な
ど
に

よ
る
相
互
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ

の
上
で
、
情
報
の
共
有
や
現
状
の
組
織
体

制
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
等
を
抽
出
し
、

必
要
に
応
じ
、
新
た
な
組
織
を
創
設
し
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
体
制
と
す
る
な
ど
の

方
策
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
検
討
を
重

ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
み
な
と
オ
ア
シ
ス
全
国
大
会
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
る
グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト
で
あ

問
現
在
、
国
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い

る
令
和
三
年
度
施
行
の
介
護
保
険
制
度
改

正
に
対
す
る
本
市
の
認
識
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
現
在
、
検
討
さ
れ

て
い
る
介
護
保
険
制
度
改
正
の
う
ち
、
軽

度
介
護
認
定
者
を
含
め
た
介
護
予
防
や
生

活
支
援
を
行
う
総
合
事
業
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
令
和

二
年
度
に
策
定
す
る
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
や
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
適
切

に
対
応
し
、
総
合
事
業
に
お
け
る
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
。
ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

負
担
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

高
齢
者
の
増
加
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の

問
本
市
の
教
育
を
さ
ら
に
一
歩
前
進
さ

せ
る
た
め
、
保
護
者
や
地
域
住
民
等
を
委

員
と
す
る
学
校
運
営
協
議
会
を
組
織
し
、

学
校
運
営
に
法
的
権
限
を
持
っ
て
か
か
わ

る
こ
と
の
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
の
導
入
に
対
す
る
考
え
は
。

答
教
育
長
／
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
や
、
学
校
が
抱
え
る
課
題
は
複
雑
化
、

困
難
化
し
て
お
り
、
そ
の
課
題
解
決
や
、

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
豊
か
な
成
長
の

た
め
に
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
は
、
目
指
す

子
供
の
姿
を
地
域
住
民
等
と
共
有
し
、
地

域
と
一
体
と
な
っ
て
子
供
た
ち
を
育
む
、

地
域
総
が
か
り
の
教
育
を
展
開
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

問
次
期
総
合
計
画
と
沼
津
市
長
期
財
政

に
関
す
る
試
算
の
関
係
性
は
。

答
財
務
部
長
／
本
試
算
は
、
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
な
ど
の
長
期
計
画
が

策
定
さ
れ
る
中
、
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備

事
業
や
香
陵
公
園
周
辺
整
備
事
業
な
ど
の

大
型
事
業
が
本
市
財
政
に
与
え
る
影
響
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
作
成
時
点
で
妥
当

性
の
あ
る
条
件
を
も
と
に
試
算
を
行
っ
た

も
の
で
あ
り
、
今
後
の
個
別
施
策
の
判
断

や
財
政
運
営
の
指
標
と
し
た
り
、
次
期
総

合
計
画
の
策
定
に
当
た
り
見
直
す
性
格
の

も
の
で
は
な
い
。

問
本
市
の
人
口
減
少
へ
の
対
応
策
は
。

答
企
画
部
長
／
結
婚
、
出
産
、
子
育
て

る
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
全
国
大
会
誘
致
に
向

け
た
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
市
長
／
令
和
元
年
八
月
に
、
同
大
会

を
所
管
す
る
み
な
と
オ
ア
シ
ス
全
国
協
議

会
に
対
し
、
令
和
三
年
度
の
大
会
を
誘
致

す
る
意
向
を
表
明
し
た
。
誘
致
が
実
現
し

た
場
合
は
、
地
元
住
民
や
事
業
者
等
と
連

携
し
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
受
け
入
れ
体

制
の
構
築
を
進
め

る
と
と
も
に
、
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
等
を

開
催
し
、
地
元
の

機
運
や
関
心
を
高

め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
制

度
の
継
続
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
も
適

切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
本
市
の
家
族
介
護
慰
労
事
業
や
家
族

介
護
用
品
支
給
事
業
を
利
用
す
る
た
め
の

条
件
や
利
用
者
負
担
額
は
、
近
隣
市
町
と

比
較
し
て
、
厳
し
い
も
の
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
こ
れ
を
緩
和
す
る
考
え
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
世
代
内
の
公
平
性

を
確
保
す
る
た
め
に
所
得
に
応
じ
た
負
担

割
合
と
す
る
こ
と
や
、
保
険
給
付
と
の
重

複
を
避
け
る
こ
と
は
適
切
な
運
用
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
、
他
事
業
と

の
整
合
性
を
図
る
中
で
適
切
に
運
用
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

実
現
方
法
と
し
て
、
地
域
住
民
や
保
護
者

が
学
校
運
営
に
参
画
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

ス
ク
ー
ル
は
有
効
な
ツ
ー
ル
の
一
つ
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
意

義
や
、
学
校
、
地
域
、
保
護
者
の
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
の
整
理
、
先
進
事
例
に
お
け
る

課
題
把
握
等
を
行
い
な
が
ら
、
導
入
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
総
が
か
り
の
教
育
の
実
現
に

お
い
て
は
、
地
域
や
保
護
者
と
の
連
携
、

協
力
体
制
の
構
築
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
丁
寧
な
協
議
を
重
ね
、
理
解

を
得
な
が
ら
、
よ
り
一
層
、
地
域
と
の
連

携
、
協
力
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

に
お
け
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
と
施
策
の

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
や
防
災
対
策
、
雇
用
の
場
の
確

保
な
ど
の
総
合
的
な
施
策
に
取
り
組
み
、

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

問
地
域
核
の
形
成
や
あ
り
方
な
ど
、
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
地
域
住

民
と
の
協
働
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

こ
れ
に
対
す
る
本
市
の
認
識
は
。

答
企
画
部
長
／
次
期
総
合
計
画
の
策
定

に
当
た
り
地
域
別
の
会
議
を
開
催
し
住
民

の
意
見
を
聞
く
な
ど
、
地
域
住
民
の
意
見

や
感
じ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

尾
藤
　
正
弘

岡
田
　
進
一

村
木
　
豊

川
口
　
三
男

特別支援児・者に対する
支援体制の構築を

令和３年度に向け検討されている
介護保険制度改正に対する認識は

コミュニティ・スクール
（学校運営協議会制度）の導入は

沼津市長期財政に関する試算と
次期総合計画の関係性は

一 般 質 問市政について問う！

形
式

形
式

形
式

形
式

一
　
　
括

一
　
　
括

複
　
　
合

一
　
　
括 ▲今年度行われた
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